
天
界
第
六
難
第
暮
）
過
当
鱗

醐》s
，∫ご・、き

改綴

月
蝕
の
親
察

理
學
士
　
紳
　
田

茂

gr

　
月
蝕
の
観
測
的
研
究
は
現
在
の
進
歩
し
詑
天
丈
學
の
程
度

で
は
余
り
學
術
的
に
役
に
立
π
な
い
。
欺
年
前
の
天
文
月
報

に
折
々
報
告
さ
れ
て
る
る
最
京
天
文
壷
で
の
月
食
の
初
噺
、

食
既
、
生
光
、
翼
果
等
の
観
測
に
よ
っ
て
見
て
も
、
数
人
の

問
の
個
人
差
が
一
分
以
上
に
達
し
て
み
る
か
ら
、
数
人
の
観

測
値
を
李
均
し
て
も
、
實
際
の
値
ご
少
く
こ
も
隅
隅
は
違
ひ

得
る
ご
患
は
れ
る
。
之
で
ば
余
b
研
究
上
の
役
に
立
陀
な
い
。

唯
試
し
紅
な
る
位
の
程
度
で
あ
る
。
　
一
騰
月
蝕
は
地
球
の
影

へ
月
が
入
る
た
め
に
起
る
現
象
で
あ
る
か
ら
、
地
球
に
は
塞

氣
が
取
巻
い
て
み
る
た
め
に
影
の
境
界
は
明
瞭
な
も
の
で
は

な
い
。
從
っ
て
前
に
述
べ
忙
…
標
な
誤
差
が
生
じ
得
る
の
で
あ

る
。
之
に
反
し
て
日
食
の
方
は
月
の
本
望
が
太
陽
面
を
蔽
ふ

現
象
で
あ
る
上
に
、
月
に
は
塞
氣
が
な
い
か
ら
、
初
麟
其
他

の
現
象
を
規
程
精
確
に
槻
測
し
得
て
、
秒
の
分
数
迄
信
用
，
し

得
る
値
が
得
ら
れ
る
Q

　
叉
月
蝕
の
時
に
掩
蔽
こ
い
う
て
月
が
移
尽
し
て
附
近
の
恒

星
を
蔽
つ
π
り
、
再
現
し
把
り
す
る
時
刻
を
凱
測
す
る
事
が

あ
る
が
、
月
の
暗
い
面
に
星
が
潜
入
す
る
時
に
は
湖
中
精
確

な
時
刻
を
親
測
し
得
る
の
で
、
月
の
位
置
の
研
究
上
役
に
立

つ
材
料
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
之
は
何
も
月
食
の
時
に
限
ら

す
李
類
い
く
ら
も
起
り
得
る
現
象
で
あ
る
が
、
溝
月
の
頃
で

は
観
測
が
し
に
く
い
の
に
月
蝕
中
で
あ
れ
ば
月
面
が
暗
い
の

で
観
測
が
し
易
い
こ
い
ふ
丈
の
事
．
で
あ
る
。

　
以
上
の
他
に
月
蝕
中
の
月
面
の
光
及
色
の
分
布
等
こ
い
ふ

逆
な
物
理
的
の
問
題
で
は
筒
ほ
多
少
研
究
す
べ
き
畑
地
が
あ

り
は
せ
ぬ
か
ご
思
は
れ
る
が
、
籐
り
概
測
さ
れ
て
る
な
い
。

　
月
蝕
は
上
述
の
様
に
蝕
b
三
寿
的
研
究
の
軍
馬
は
な
い
が

本
麗
々
員
の
中
で
天
界
に
起
る
現
象
を
見
て
樂
ま
う
こ
い
ふ

方
々
に
は
月
蝕
の
観
察
は
興
味
あ
る
現
象
元
る
を
失
は
な
い

で
あ
ち
う
。
殊
に
月
蝕
中
月
面
の
光
度
の
分
布
こ
か
色
の
配

布
ご
か
い
ふ
様
な
物
理
的
朕
態
の
観
察
を
特
に
注
意
し
て
報

告
さ
れ
π
な
ら
ば
多
少
の
學
術
麟
研
究
の
』
材
料
に
な
る
事
が

あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
叉
月
食
の
際
に
日
本
の
暦
に
は
掲
載
さ
れ
て
る
な
い
現
象
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で
あ
る
が
、
牛
影
の
現
象
に
注
意
し
て
見
る
の
も
面
白
か
ら

う
。
登
光
禮
が
あ
る
面
積
を
も
つ
て
み
る
場
合
に
其
全
部
が

他
の
物
燈
に
か
く
れ
て
し
ま
つ
把
部
分
が
本
影
で
あ
る
が
、

其
周
園
に
登
光
腱
の
一
部
分
丈
が
他
の
物
禮
に
か
く
さ
れ
て

る
る
部
分
が
宇
影
で
あ
る
。
暦
に
掲
載
さ
れ
て
る
る
、
初
二

十
二
、
生
光
、
復
圓
ご
は
本
影
ご
月
面
ご
が
内
外
前
後
で
四

回
接
鯛
す
る
時
刻
を
い
ふ
の
で
、
地
球
上
何
れ
の
土
地
か
ら

見
て
み
て
も
同
じ
時
刻
で
あ
る
。
月
蝕
の
見
ね
る
て
か
見
ね

な
い
ご
か
い
ふ
事
は
軍
に
月
蝕
の
あ
る
時
刻
に
地
李
線
上
に

月
が
現
は
れ
て
る
る
時
で
あ
る
か
否
か
に
よ
っ
て
き
ま
る
の

で
あ
る
。
月
蝕
の
時
に
本
影
の
周
園
を
氣
を
付
け
て
見
る
ざ

薄
暗
い
部
分
が
あ
る
。
こ
れ
が
機
影
の
部
分
で
あ
る
。
若
し

我
々
が
月
世
界
へ
行
っ
て
本
影
の
部
分
に
居
紀
な
ら
ば
（
其

場
慮
“
G
太
陽
こ
の
間
へ
地
球
が
入
つ
π
た
め
に
皆
既
日
蝕
を

観
測
し
得
る
筈
で
あ
る
が
、
牢
影
の
部
分
に
居
把
な
ら
ば
山

勢
蝕
を
生
す
る
筈
な
の
で
あ
る
。

　
天
文
の
實
際
の
趣
味
こ
い
ふ
も
の
は
天
象
を
槻
察
し
て
始

め
て
得
ら
れ
る
ご
思
ふ
。
月
蝕
は
研
究
上
に
は
明
り
役
に
立

た
な
い
こ
し
て
も
、
月
蝕
の
観
察
は
初
歩
の
方
々
に
は
興
味

あ
る
現
象
で
あ
る
ご
思
は
れ
る
か
ら
、
月
蝕
の
際
に
起
る
現

象
を
充
分
観
察
さ
れ
る
事
は
結
構
な
事
で
あ
る
ご
思
ふ
。
本

誌
に
は
幸
質
疑
欄
も
設
け
ら
れ
て
み
る
か
ら
、
疑
問
を
生
せ

ら
れ
π
場
合
に
は
質
問
さ
れ
た
な
ら
ば
天
文
の
智
識
を
増
す

一
助
こ
も
な
り
、
即
時
こ
し
て
人
の
饒
り
氣
が
付
い
て
み
な

か
っ
た
現
象
に
氣
眉
が
付
く
事
が
な
い
こ
も
い
へ
な
い
。

　
長
野
縣
の
中
澤
某
氏
は
最
近
の
大
正
九
年
十
月
二
十
七
日

の
月
蝕
の
以
下
を
数
枚
ご
其
際
観
察
さ
れ
π
事
柄
の
二
三
ご

を
私
の
手
許
へ
邊
ら
れ
π
が
、
月
蝕
皆
既
中
の
色
の
配
布
は

上
部
が
赤
黄
色
、
中
央
部
が
赤
黒
色
、
下
部
が
赤
色
で
あ
っ

把
ざ
報
告
さ
れ
て
る
る
。
省
其
他
に
次
の
様
な
事
を
報
告
さ

れ
て
る
る
。
月
蝕
の
始
頃
二
三
十
分
間
許
り
の
問
は
本
影
の

境
界
線
が
直
線
的
の
様
に
威
じ
π
さ
う
で
あ
る
。
私
は
今
迄

其
様
な
経
験
を
も
つ
て
み
な
い
し
、
他
の
入
か
ら
博
い
把
事

も
な
い
。
明
る
い
も
の
が
大
き
く
見
ね
る
こ
い
ふ
心
理
學
的

の
法
則
か
ら
行
一
ε
、
月
面
の
中
央
部
が
明
る
く
て
縁
邊
が

暗
い
か
ら
、
本
影
の
曲
峯
は
常
に
過
大
親
さ
れ
る
筈
で
あ
っ

て
、
此
標
な
初
め
二
一
二
十
勢
間
丈
直
線
に
近
い
ざ
い
ふ
現
象

は
説
明
し
か
ね
る
。
、
然
し
月
面
上
に
於
け
る
光
、
の
分
布
が
相

違
し
て
み
る
把
め
に
心
理
的
に
此
様
な
現
象
が
麹
る
か
も
知

れ
な
い
し
、
甘
受
の
心
理
學
的
現
象
で
説
明
が
で
き
る
か
も
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知
れ
な
い
が
私
に
は
一
寸
判
b
兼
ね
る
。

　
観
察
は
正
直
で
精
確
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
う
あ
る

で
あ
ら
う
こ
い
ふ
豫
想
や
、
か
う
あ
る
筈
で
あ
る
等
こ
い
ふ

観
念
は
成
る
べ
く
も
把
な
い
で
，
主
構
る
丈
正
直
に
有
の
ま

、
を
観
察
す
べ
き
で
あ
る
。
或
る
現
象
を
観
察
し
た
時
に
、

假
令
他
の
人
に
其
榛
に
見
ね
な
か
っ
た
に
し
て
も
、
其
概
察

が
精
確
で
さ
へ
あ
れ
ば
、
其
を
報
告
す
る
の
を
躊
躇
す
る
必

要
は
な
い
。
何
で
も
氣
付
い
垂
泣
は
有
の
ま
、
を
正
直
に
報

告
す
べ
き
で
あ
る
。
他
の
人
に
其
様
に
見
ね
な
か
っ
π
場
合

に
は
其
旨
を
附
記
さ
る
れ
ば
よ
い
Q
観
察
は
種
な
の
異
つ
把

人
の
威
畳
に
訴
へ
る
の
で
あ
る
以
上
、
多
少
の
相
異
は
個
人

差
ご
し
て
存
在
す
べ
き
は
當
然
で
め
る
。
個
人
差
の
研
究
は

實
験
科
學
研
究
上
重
大
な
問
題
で
あ
っ
て
、
心
理
田
上
か
ら

見
て
も
重
要
な
研
究
の
題
目
な
の
で
あ
る
。
種
々
の
事
物
の

僑
ら
ざ
る
報
告
は
多
敷
集
れ
ば
此
様
な
研
究
に
何
等
か
の
材

料
に
な
る
で
あ
ら
う
ご
思
ふ
の
で
あ
る
。

　
天
文
の
少
し
研
究
的
な
観
測
、
殊
に
流
星
の
観
測
等
を
す

る
場
合
に
少
く
こ
も
分
の
程
度
迄
精
確
な
時
刻
を
知
る
必
要

の
あ
る
事
が
あ
る
。
午
砲
を
聞
き
得
る
都
曾
附
近
に
居
ら
れ

る
方
舟
は
比
較
的
容
易
に
正
時
を
知
り
得
る
け
れ
こ
も
、
地

方
の
午
砲
の
中
に
は
二
三
分
位
の
誤
差
が
義
々
あ
り
得
る
様

に
巻
思
は
れ
る
し
、
叉
停
車
場
や
郵
便
局
の
時
計
が
標
準
こ

な
っ
て
み
る
様
な
地
方
で
は
経
験
に
よ
れ
ば
数
分
間
の
誤
差

は
存
在
し
得
る
檬
で
あ
る
。
從
っ
て
常
に
分
の
程
度
迄
精
確

な
時
刻
を
知
る
こ
い
ふ
事
は
偏
妙
な
地
方
で
は
少
し
む
つ
か

し
い
。
さ
う
い
ふ
様
な
地
方
で
月
蝕
の
際
初
麟
、
蝕
既
、
生

光
、
復
圓
の
時
刻
ご
糊
外
し
て
時
計
が
こ
の
位
正
し
い
か
試

し
に
利
用
し
柁
ら
ざ
う
で
あ
ら
う
か
。
豫
め
其
大
禮
の
時
刻

を
其
現
象
の
起
る
方
向
ざ
を
暦
で
知
っ
て
置
い
て
、
肉
眼
叉

は
双
眼
鏡
で
月
面
を
注
意
し
て
み
て
、
其
現
象
が
時
計
面
の

何
時
何
分
何
秒
に
起
つ
把
か
を
観
測
す
る
の
で
あ
る
。
一
人

の
一
回
の
槻
測
丈
で
は
随
分
疑
は
し
い
け
れ
こ
も
、
数
人
で

同
一
現
象
を
槻
測
す
る
な
り
、
　
一
人
で
初
廟
、
蝕
既
、
生
光

復
圓
等
の
現
象
を
槻
測
し
て
謹
告
ご
野
照
し
て
み
π
な
ら
ば

少
く
こ
も
分
の
程
度
迄
は
時
計
の
誤
差
が
知
b
得
る
で
あ
ら

う
。
初
庸
及
生
光
よ
り
は
蝕
既
及
亭
亭
の
方
が
精
確
に
観
測

が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

　
月
蝕
丁
に
つ
い
て
種
々
観
察
す
べ
き
皐
柄
を
述
べ
セ
序
に
、

今
年
大
正
十
年
に
起
る
べ
き
月
蝕
に
つ
い
て
一
寸
記
し
て
置

か
到
。
本
年
は
月
食
許
り
が
二
度
あ
る
が
時
間
の
都
合
で
京
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第
一
は
四
月
二
十

　
　
る
。 都

附
近
か
ら
は
宇
影
の
他
は
こ
ち
ら
も
見
ね
な
い
。

牛復生蝕蝕初回
影　　　　　影
の　　　　　　　　　 の

終圓光甚出勝始

二
口
の
夕
方
で
時
刻
は
次
の
涌
…
り
で
あ

午
後
，
一
時
五
七
分
三

午
後
三
時
　
三
分
二

午
後
四
時
二
三
分
五

午
後
四
時
四
四
分
四

午
後
五
時
、
五
分
目

出
－
後
⊥
臨
時
二
丁
皿
八
刀
七

牛
後
七
時
三
ご
分
○

　
實
は
皆
既
蝕
な
・
の
で
あ
る
が
日
本
で
は
払
出
の
前
で
あ
る

π
め
に
皆
既
の
時
は
概
治
し
得
な
い
。
是
等
の
時
刻
に
月
が

出
て
み
る
地
方
で
は
月
食
を
観
測
し
得
る
一
の
で
あ
る
。
東
京

で
は
午
後
⊥
ハ
時
一
九
分
九
に
月
出
で
、
其
時
に
は
九
厘
か
け

て
る
る
。
そ
れ
か
ら
約
六
分
許
で
復
圓
に
な
る
。
月
出
の
時

に
札
幌
で
は
二
厘
、
大
泊
で
は
一
厘
で
す
ぐ
復
圓
に
な
る
。

本
邦
で
此
月
．
食
を
見
得
べ
き
範
園
は
、
・
静
岡
、
長
野
、
新
潟

各
回
以
東
の
本
州
、
樺
太
の
南
東
部
、
北
海
道
全
部
及
南
洋

占
領
地
響
で
あ
る
。
然
し
牢
影
丈
は
全
國
か
ら
見
ら
れ
ろ
。

　
第
二
の
月
食
は
十
月
十
七
日
の
明
方
で
時
刻
は
次
の
檬
で

あ
る
。

　
津
影
の
払
坦
　
　

午
一
転
五
蒔
　
一
分
二

　
靭
　
　
　
膓
　
　
　
　
午
前
六
時
一
四
分
O

　
蝕
　
　
　
　
甚
　
　
　
　
午
前
七
時
五
三
分
八

　
復
　
　
　
　
　
圓
　
　
　
　
　
　
午
抽
剛
九
時
三
三
分
六

　
牛
影
の
終
　
　
午
前
二
〇
時
四
六
ム
刀
三

　
此
月
食
は
食
分
九
分
三
厘
紅
毛
の
部
分
食
な
の
で
す
か
、

本
邦
で
は
毫
灘
『
朝
鮮
、
琉
球
及
九
州
の
西
牟
部
で
僅
か
に

初
め
を
観
測
し
得
を
丈
で
あ
る
。
但
し
宇
影
の
現
象
は
全
國

か
ら
見
ら
れ
る
。
藁
北
で
は
午
前
五
時
五
二
分
三
へ
西
部
標

準
時
）
に
五
分
丈
か
け
た
時
に
月
が
没
し
、
京
城
で
は
三
分

五
厘
、
那
覇
で
は
一
発
九
厘
、
釜
山
で
は
二
分
一
’
厘
、
長
崎

で
は
一
分
三
厘
か
け
た
時
に
月
入
に
な
る
。

　
以
上
は
甚
つ
ま
ら
ぬ
事
を
述
べ
把
が
、
浴
し
月
食
の
観
察

に
つ
い
て
何
等
か
の
墾
考
に
．
な
れ
ば
幸
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
●
一
二
●
一
一
　
東
京
天
交
缶
量
に
て
）

　
　
月
を
詠
む
　

高
橋
　
な
み

　
草
の
家
の
片
側
や
、
に
明
る
み
て
冷
し
も
月
の
さ
し
の
ぼ
．

る
見
ゆ

　
や
う
ぐ
－
に
雪
ふ
り
止
み
て
風
凪
ぎ
て
大
仁
高
く
澄
み
登

る
月

　
月
の
か
げ
湯
漕
に
入
り
ぬ
当
薬
の
身
を
は
ち
ら
ひ
て
う
つ

む
け
る
我


